
(57)【要約】

　【課題】　エンジン低回転時の全負荷運転状態におけ

るトルク性能、加速性能の向上を図る。

　【解決手段】　ディーゼルエンジンの燃料噴射量制御

装置は、微粒子捕集フィルタ（ＤＰＦ）を備え、アクセ

ル要求に応じたアクセル要求燃料噴射量tQfと、機関運

転状態に応じた目標空燃比TAFRに基づいて決定される空

燃比要求燃料噴射量QFL_LMDと、を比較し、噴射量の少

ない方を実際の燃料噴射量として採用するものであって

、エンジン低回転時の全負荷運転状態では、上記目標空

燃比TAFRが最大トルクを得られる空燃比近傍の値に補正

されることを特徴としている。これによって、エンジン

低回転時の全負荷運転状態では、空燃比が理論空燃比近

傍となるように燃料を噴射することが可能なり、トルク

性能及び加速性能の向上を図ることができる。

　【選択図】　図８
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
エ ン ジ ン の 運 転 状 態 を 検 出 す る 運 転 状 態 検 出 手 段 と 、
　 排 気 通 路 に 設 け ら れ 排 気 微 粒 子 を 捕 集 す る Ｄ Ｐ Ｆ と 、
　 ア ク セ ル 要 求 に 応 じ た ア ク セ ル 要 求 燃 料 噴 射 量 と 機 関 運 転 状 態 に 応 じ た 目 標 空 燃 比 に 基
づ い て 決 定 さ れ る 空 燃 比 要 求 燃 料 噴 射 量 と を 比 較 し 、 噴 射 量 の 少 な い 方 を 実 際 の 燃 料 噴 射
量 と し て 採 用 す る 燃 料 噴 射 量 決 定 手 段 と 、 を 有 し 、
　 エ ン ジ ン 低 回 転 時 の 全 負 荷 運 転 状 態 で は 、 上 記 目 標 空 燃 比 が 最 大 ト ル ク を 得 ら れ る 空 燃
比 近 傍 の 値 に 補 正 さ れ る こ と を 特 徴 と す る デ ィ ー ゼ ル エ ン ジ ン の 燃 料 噴 射 量 制 御 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
エ ン ジ ン 低 回 転 時 の 全 負 荷 運 転 状 態 で は 、 上 記 目 標 空 燃 比 が 、 所 定 期 間 の 間 、 最 大 ト ル ク
を 得 ら れ る 空 燃 比 近 傍 の 値 に 補 正 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の デ ィ ー ゼ ル エ
ン ジ ン の 燃 料 噴 射 量 制 御 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
運 転 条 件 に 基 づ い て Ｄ Ｐ Ｆ に 捕 集 さ れ た 排 気 微 粒 子 の 堆 積 量 を 算 出 す る 排 気 微 粒 子 堆 積 量
算 出 手 段 を 有 し 、
　 上 記 所 定 期 間 は 、 Ｄ Ｐ Ｆ に 捕 集 さ れ た 排 気 微 粒 子 の 堆 積 量 に 応 じ て 補 正 さ れ て い る こ と
を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ に 記 載 の デ ィ ー ゼ ル エ ン ジ ン の 燃 料 噴 射 量 制 御 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
デ ィ ー ゼ ル エ ン ジ ン は 、 排 気 還 流 手 段 を 有 し 、 か つ 燃 焼 室 内 で 低 温 予 混 合 燃 焼 を 行 う も の
で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ ３ の い ず れ か に 記 載 の デ ィ ー ゼ ル エ ン ジ ン の 燃 料 噴 射
量 制 御 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 デ ィ ー ゼ ル エ ン ジ ン の 燃 料 噴 射 量 制 御 装 置 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 特 許 文 献 １ に は 、 排 気 通 路 に 設 け ら れ た フ ィ ル タ の 排 気 微 粒 子 堆 積 量 に 応 じ て 、 機 関 に
燃 料 を 供 給 す る 燃 料 噴 射 ポ ン プ の 最 大 噴 射 量 を 減 量 補 正 し 、 排 気 微 粒 子 堆 積 量 が 多 い 場 合
に 、 機 関 か ら 排 出 さ れ る 排 気 微 粒 子 量 を 減 少 さ せ 、 排 気 微 粒 子 堆 積 量 の 急 増 と 、 排 気 抵 抗
の 増 加 を 抑 制 す る よ う に し た デ ィ ー ゼ ル 機 関 が 開 示 さ れ て い る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ７ － ２ ６ ９ ３ ５ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 し か し な が ら 、 特 許 文 献 １ に 開 示 さ れ た 構 成 に お い て は 、 排 気 微 粒 子 が 外 部 に 排 出 さ れ
る こ と が な い よ う 排 気 微 粒 子 堆 積 量 に 応 じ て 燃 料 噴 射 ポ ン プ の 最 大 噴 射 量 が 減 量 補 正 さ れ
る た め 、 こ の 減 量 補 正 が 行 わ れ て い る 際 に は 、 ト ル ク 性 能 、 加 速 性 能 が ガ ソ リ ン エ ン ジ ン
と 比 較 し て 相 対 的 に 劣 っ た も の に な る と い う 問 題 が あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 そ こ で 、 本 発 明 に 係 る デ ィ ー ゼ ル エ ン ジ ン の 燃 料 噴 射 量 制 御 装 置 は 、 機 関 運 転 状 態 に 応
じ た 目 標 空 燃 比 に 基 づ い て 決 定 さ れ る 空 燃 比 要 求 燃 料 噴 射 量 を 算 出 す る 空 燃 比 要 求 燃 料 噴
射 量 算 出 手 段 と 、 ア ク セ ル 要 求 燃 料 噴 射 量 と 空 燃 比 要 求 燃 料 噴 射 量 と を 比 較 し 、 噴 射 量 の
少 な い 方 を 実 際 の 燃 料 噴 射 量 と し て 採 用 す る 燃 料 噴 射 量 決 定 手 段 と 、 を 有 し 、 エ ン ジ ン 低
回 転 時 の 全 負 荷 運 転 状 態 で は 、 上 記 目 標 空 燃 比 が 最 大 ト ル ク を 得 ら れ る 空 燃 比 近 傍 の 値 に
補 正 さ れ る こ と を 特 徴 と し て い る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
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　 本 発 明 に よ れ ば 、 エ ン ジ ン 低 回 転 時 の 全 負 荷 運 転 状 態 で は 、 空 燃 比 が 理 論 空 燃 比 近 傍 と
な る よ う に 燃 料 を 噴 射 す る こ と が 可 能 な り 、 ト ル ク 性 能 及 び 加 速 性 能 の 向 上 を 図 る こ と が
で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 一 実 施 例 を 図 面 に 基 づ い て 詳 細 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 図 １ は 、 こ の 発 明 が 適 用 さ れ る デ ィ ー ゼ ル エ ン ジ ン １ の 全 体 的 構 成 を 示 し て い る 。 こ の
デ ィ ー ゼ ル エ ン ジ ン １ は 、 比 較 的 多 量 の 排 気 還 流 （ Ｅ Ｇ Ｒ ） を 行 う も の で 、 排 気 通 路 ２ と
吸 気 通 路 ３ の コ レ ク タ 部 ３ ａ と を 結 ぶ Ｅ Ｇ Ｒ 通 路 ４ に 、 例 え ば ス テ ッ ピ ン グ モ ー タ に て 開
度 が 連 続 的 に 可 変 制 御 可 能 な 排 気 還 流 手 段 と し て の Ｅ Ｇ Ｒ 弁 ６ を 備 え て い る 。 ま た 、 こ の
デ ィ ー ゼ ル エ ン ジ ン １ は 、 圧 縮 比 が 概 略 １ ４ 程 度 と な る い わ ゆ る 低 圧 縮 比 エ ン ジ ン で あ り
、 か つ Ｎ Ｏ ｘ 低 減 の た め に い わ ゆ る 低 温 予 混 合 燃 焼 を 行 う も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 上 記 Ｅ Ｇ Ｒ 弁 ６ の 開 度 は 、 コ ン ト ロ ー ル ユ ニ ッ ト ５ に よ っ て 制 御 さ れ 、 運 転 条 件 に 応 じ
た 所 定 の Ｅ Ｇ Ｒ 率 を 得 る よ う に な っ て い る 。 た と え ば 、 低 速 低 負 荷 域 で は Ｅ Ｇ Ｒ 率 が 最 大
と な り 、 回 転 速 度 、 負 荷 が 高 く な る に 従 い 、 Ｅ Ｇ Ｒ 率 が 減 少 し て い く 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 上 記 吸 気 通 路 ３ の 吸 気 ポ ー ト 近 傍 に は 、 運 転 条 件 に 応 じ て 燃 焼 室 内 に ス ワ ー ル を 生 成 す
る ス ワ ー ル コ ン ト ロ ー ル バ ル ブ ９ が 設 け ら れ て い る 。 こ の ス ワ ー ル コ ン ト ロ ー ル バ ル ブ ９
は 、 図 示 せ ぬ ア ク チ ュ エ ー タ を 介 し て 上 記 コ ン ト ロ ー ル ユ ニ ッ ト の 制 御 信 号 に 応 じ て 開 閉
駆 動 さ れ る も の で 、 例 え ば 低 速 低 負 荷 域 で 閉 じ ら れ 、 燃 焼 室 内 に ス ワ ー ル が 生 成 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 デ ィ ー ゼ ル エ ン ジ ン １ は 、 コ モ ン レ ー ル 式 の 燃 料 噴 射 装 置 １ ０ を 備 え て い る 。 こ の コ モ
ン レ ー ル 式 の 燃 料 噴 射 装 置 １ ０ に お い て は 、 サ プ ラ イ ポ ン プ １ １ に よ り 加 圧 さ れ た 燃 料 が
高 圧 燃 料 供 給 通 路 １ ２ を 介 し て 蓄 圧 室 （ コ モ ン レ ー ル ） １ ３ に い っ た ん 蓄 え ら れ た あ と 、
こ の 蓄 圧 室 １ ３ か ら 各 気 筒 の 燃 料 噴 射 ノ ズ ル １ ４ に 分 配 さ れ 、 各 燃 料 噴 射 ノ ズ ル １ ４ の 開
閉 に 応 じ て そ れ ぞ れ 噴 射 さ れ る 。 上 記 蓄 圧 室 １ ３ 内 の 燃 料 圧 力 は 、 図 示 せ ぬ プ レ ッ シ ャ レ
ギ ュ レ ー タ に よ っ て 可 変 的 に 調 整 さ れ る よ う に な っ て お り 、 蓄 圧 室 １ ３ に は 、 燃 料 圧 力 を
検 出 す る た め に 燃 料 圧 力 セ ン サ １ ５ が 設 け ら れ て い る 。 さ ら に 、 燃 料 温 度 を 検 出 す る 燃 料
温 度 セ ン サ １ ６ が サ プ ラ イ ポ ン プ １ １ の 上 流 側 に 配 置 さ れ て い る 。 な お 、 燃 焼 室 に は 、 公
知 の グ ロ ー プ ラ グ １ ８ が 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 ま た 、 こ の デ ィ ー ゼ ル エ ン ジ ン １ は 、 排 気 タ ー ビ ン ２ ２ と コ ン プ レ ッ サ ２ ３ と を 同 軸 上
に 備 え た タ ー ボ 過 給 機 ２ １ を 有 し て い る 。 上 記 排 気 タ ー ビ ン ２ ２ は 、 排 気 通 路 ２ の Ｅ Ｇ Ｒ
通 路 ４ 分 岐 点 よ り 下 流 側 に 位 置 し 、 か つ こ の 排 気 タ ー ビ ン ２ ２ の ス ク ロ ー ル 入 口 に 、 容 量
調 整 手 段 と し て の 可 変 ノ ズ ル ２ ４ を 備 え た 容 量 可 変 型 の 構 成 と な っ て い る 。 す な わ ち 、 可
変 ノ ズ ル ２ ４ の 開 度 を 小 さ く し た 状 態 で は 、 低 速 域 の よ う な 排 気 流 量 の 少 な い 条 件 に 適 し
た 小 容 量 の 特 性 と な り 、 可 変 ノ ズ ル ２ ４ の 開 度 を 大 き く し た 状 態 で は 、 高 速 域 の よ う な 排
気 流 量 の 多 い 条 件 に 適 し た 大 容 量 の 特 性 と な る 。 上 記 可 変 ノ ズ ル ２ ４ は 、 制 御 圧 力 （ 制 御
負 圧 ） に 応 動 す る ダ イ ヤ フ ラ ム 式 の ア ク チ ュ エ ー タ ２ ５ に よ っ て 駆 動 さ れ 、 か つ 上 記 制 御
圧 力 は 、 デ ュ ー テ ィ 制 御 さ れ る 圧 力 制 御 弁 ２ ６ を 介 し て 生 成 さ れ る 。 な お 、 上 記 排 気 タ ー
ビ ン ２ ２ の 上 流 側 に 、 排 気 空 燃 比 を 検 出 す る 広 域 型 の 空 燃 比 セ ン サ １ ７ が 配 置 さ れ て い る
。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 ま た 、 上 記 排 気 タ ー ビ ン ２ ２ 下 流 側 の 排 気 通 路 ２ に は 、 排 気 中 の Ｃ Ｏ や Ｈ Ｃ 等 を 酸 化 す
る 酸 化 触 媒 ２ ７ と 、 Ｎ Ｏ ｘ の 処 理 を 行 う Ｎ Ｏ ｘ ト ラ ッ プ 触 媒 ２ ８ と 、 が 順 に 配 置 さ れ て い
る 。 上 記 Ｎ Ｏ ｘ ト ラ ッ プ 触 媒 ２ ８ は 、 流 入 す る 排 気 の 排 気 空 燃 比 が リ ー ン で あ る と き に Ｎ
Ｏ ｘ を 吸 着 し 、 流 入 す る 排 気 の 酸 素 濃 度 を 低 下 さ せ る と 、 吸 着 し て い た Ｎ Ｏ ｘ を 放 出 し て
触 媒 作 用 に よ り 浄 化 処 理 す る も の で あ る 。 上 記 Ｎ Ｏ ｘ ト ラ ッ プ 触 媒 ２ ８ の 下 流 側 に は 、 さ
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ら に 、 排 気 微 粒 子 （ particulate matter： Ｐ Ｍ ） を 捕 集 除 去 す る 触 媒 付 き の 微 粒 子 捕 集 フ
ィ ル タ （ Diesel particulate filter： Ｄ Ｐ Ｆ ） ２ ９ が 設 け ら れ て い る 。 こ の 微 粒 子 捕 集
フ ィ ル タ ２ ９ と し て は 、 例 え ば 、 コ ー デ ィ エ ラ イ ト 等 の フ ィ ル タ 材 料 に ハ ニ カ ム 状 の 多 数
の 微 細 な 通 路 を 形 成 す る と と と も に 、 そ の 端 部 を 交 互 に 閉 塞 し て な る ウ ォ ー ル フ ロ ー ハ ニ
カ ム 構 造 （ い わ ゆ る 目 封 じ 型 ） の フ ィ ル タ が 用 い ら れ て い る 。 上 記 微 粒 子 捕 集 フ ィ ル タ ２
９ の 入 口 側 お よ び 出 口 側 に は 、 そ れ ぞ れ 入 口 側 お よ び 出 口 側 で の 排 気 温 度 を 検 出 す る フ ィ
ル タ 入 口 側 温 度 セ ン サ ３ ０ 、 フ ィ ル タ 出 口 側 温 度 セ ン サ ３ １ が 、 配 置 さ れ て い る 。 さ ら に
、 排 気 微 粒 子 の 堆 積 に 伴 い 微 粒 子 捕 集 フ ィ ル タ ２ ９ の 圧 力 損 失 が 変 化 す る の で 、 微 粒 子 捕
集 フ ィ ル タ ２ ９ の 入 口 側 と 出 口 側 と の 間 の 圧 力 差 を 検 出 す る 差 圧 セ ン サ ３ ２ が 設 け ら れ て
い る 。 圧 力 差 を 直 接 に 検 出 す る 差 圧 セ ン サ ３ ２ に 代 え て 、 入 口 側 お よ び 出 口 側 に そ れ ぞ れ
圧 力 セ ン サ を 設 け て 圧 力 差 を 求 め る こ と も 勿 論 可 能 で あ る 。 な お 、 上 記 微 粒 子 捕 集 フ ィ ル
タ ２ ９ の さ ら に 下 流 側 に は 、 図 示 せ ぬ 排 気 消 音 器 が 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 ま た 、 吸 気 通 路 ３ に 介 装 さ れ た 上 記 コ ン プ レ ッ サ ２ ３ の 上 流 側 に は 、 吸 入 空 気 量 つ ま り
新 気 量 を 検 出 す る エ ア フ ロ メ ー タ ３ ５ が 配 設 さ れ 、 さ ら に そ の 上 流 に 、 エ ア ク リ ー ナ ３ ６
が 位 置 し て い る 。 上 記 エ ア ク リ ー ナ ３ ６ の 入 口 側 に は 、 外 気 圧 つ ま り 大 気 圧 を 検 出 す る 大
気 圧 セ ン サ ３ ７ が 配 置 さ れ て い る 。 上 記 コ ン プ レ ッ サ ２ ３ と コ レ ク タ 部 ３ ａ と の 間 に は 、
過 給 さ れ た 高 温 の 空 気 を 冷 却 す る イ ン タ ー ク ー ラ ３ ８ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 さ ら に 、 上 記 吸 気 通 路 ３ の コ レ ク タ 部 ３ ａ 入 口 側 に 、 新 気 量 を 制 限 す る 吸 気 絞 弁 ４ １ が
介 装 さ れ て い る 。 こ の 吸 気 絞 弁 ４ １ は 、 ス テ ッ ピ ン グ モ ー タ 等 か ら な る ア ク チ ュ エ ー タ ４
２ を 介 し て 、 コ ン ト ロ ー ル ユ ニ ッ ト ５ の 制 御 信 号 に よ り 開 閉 駆 動 さ れ る 。 ま た 、 上 記 コ レ
ク タ 部 ３ ａ に は 、 過 給 圧 を 検 出 す る 過 給 圧 セ ン サ ４ ４ と 、 吸 気 温 度 を 検 出 す る 吸 気 温 度 セ
ン サ ４ ５ と 、 が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 上 記 燃 料 噴 射 装 置 １ ０ の 噴 射 量 や 噴 射 時 期 、 Ｅ Ｇ Ｒ 弁 ６ の 開 度 、 可 変 ノ ズ ル ２ ４ の 開 度
、 な ど を 制 御 す る コ ン ト ロ ー ル ユ ニ ッ ト ５ に は 、 上 述 の セ ン サ 類 の ほ か に 、 ア ク セ ル ペ ダ
ル の 踏 込 量 を 検 出 す る ア ク セ ル 開 度 セ ン サ ４ ６ 、 エ ン ジ ン 回 転 数 を 検 出 す る 回 転 数 セ ン サ
４ ７ 、 冷 却 水 温 度 を 検 出 す る 水 温 セ ン サ ４ ８ 、 な ど の セ ン サ 類 の 検 出 信 号 が 入 力 さ れ て い
る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 こ の よ う な デ ィ ー ゼ ル エ ン ジ ン １ は 、 上 述 し た よ う に 低 圧 縮 比 エ ン ジ ン で あ る た め 、 燃
焼 温 度 が 低 く な り 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 低 回 転 時 の 全 負 荷 運 転 で 、 空 燃 比 を 理 論 空 燃 比 ま
で 下 げ て も 燃 焼 室 （ シ リ ン ダ ） か ら 排 出 さ れ る ス モ ー ク は ほ と ん ど な い こ と が 確 認 さ れ て
い る 。 ま た 、 圧 縮 比 が 高 い （ ε ＝ １ ８ 程 度 ） 一 般 的 な デ ィ ー ゼ ル エ ン ジ ン に 比 べ て 、 燃 焼
室 （ シ リ ン ダ ） か ら 排 出 さ れ る ス モ ー ク が ほ と ん ど な い 領 域 が 、 低 圧 縮 比 エ ン ジ ン で あ る
デ ィ ー ゼ ル エ ン ジ ン １ で は 大 き く 拡 大 さ れ る こ と も 確 認 さ れ て い る 。 尚 、 図 ２ に お け る Ｂ
Ｓ Ｕ は 、 黒 煙 排 出 濃 度 を 示 す 単 位 で あ り 、 ２ Ｂ Ｓ Ｕ 以 下 と は 、 具 体 的 に は 、 ス モ ー ク が 目
視 で き る 程 度 と い う こ と で あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 そ こ で 、 エ ン ジ ン 低 回 転 時 で 、 車 両 が 急 加 速 を 行 う よ う な 全 負 荷 運 転 状 態 に お い て は 、
以 下 に 説 明 す る よ う に 、 目 標 空 燃 比 を 最 大 ト ル ク を 得 ら れ る 空 燃 比 、 す な わ ち 理 論 空 燃 比
近 傍 と な る よ う 設 定 し 、 こ の 理 論 空 燃 比 近 傍 に 設 定 さ れ た 目 標 空 燃 比 と な る よ う に 燃 料 噴
射 ノ ズ ル １ ４ か ら 燃 料 を 噴 射 す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 図 ３ お よ び 図 ４ は 、 上 記 コ ン ト ロ ー ル ユ ニ ッ ト ５ に よ っ て 実 行 さ れ る 制 御 の 内 容 の う ち
、 微 粒 子 捕 集 フ ィ ル タ ２ ９ に お け る 排 気 微 粒 子 堆 積 量 を 求 め る 処 理 を ブ ロ ッ ク 図 と し て 示
し た も の で あ り 、 以 下 、 こ れ を 説 明 す る 。 な お 、 こ れ ら の 機 能 の 多 く は 、 ソ フ ト ウ ェ ア 的
に 処 理 さ れ る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
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　 こ の 処 理 の 基 本 的 な 考 え 方 と し て は 、 ベ ル ヌ ー イ の 定 理 に 基 づ く 関 係 か ら 微 粒 子 捕 集 フ
ィ ル タ ２ ９ の 通 路 面 積 （ 等 価 面 積 ） を 求 め 、 こ れ を 、 堆 積 量 ０ の 場 合 の 通 路 面 積 と 比 較 し
て 、 面 積 減 少 率 を 求 め 、 こ の 面 積 減 少 率 か ら 最 終 的 に 微 粒 子 堆 積 量 を 求 め る よ う に し て い
る 。 ベ ル ヌ ー イ の 定 理 に よ れ ば 、 絞 り と な る 部 分 の 通 路 面 積 Ａ と 流 量 Ｑ と 前 後 差 圧 Δ Ｐ と
流 体 密 度 ρ と の 間 に は 、 次 式 （ １ ） の よ う な 関 係 が あ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 （ 数 １ ）
　 Ａ ＝ Ｑ ／ √ （ ２ ρ ・ Δ Ｐ ） 　 　 … （ １ ）
　 以 下 の 処 理 で は 、 こ の （ １ ） 式 の 関 係 か ら 、 そ の と き の 微 粒 子 捕 集 フ ィ ル タ ２ ９ の 等 価
面 積 Ａ を 求 め て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 先 ず 、 図 ３ は 、 排 気 流 量 QEXHを 求 め る 処 理 の 流 れ を 示 し て お り 、 シ リ ン ダ 内 に 流 入 す る
新 気 量 QACと シ リ ン ダ 内 に 噴 射 さ れ た 燃 料 量 QFTRQと を Ｓ １ で 加 算 し 、 か つ こ れ に Ｓ ２ で エ
ン ジ ン 回 転 数 NEを 乗 じ る こ と に よ り 、 排 気 流 量 QEXHが 求 め ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 こ の よ う に し て 逐 次 求 め ら れ る 排 気 流 量 QEXHの 値 は 、 図 ４ に 示 す Ｓ ３ に お い て 加 重 平 均
処 理 さ れ 、 適 宜 な 応 答 性 を 有 す る 排 気 流 量 QEXHDと し て 出 力 さ れ る 。 こ こ で 、 加 重 平 均 の
際 の フ ィ ル タ 定 数 （ 重 み 係 数 ） TCは 、 エ ン ジ ン 回 転 数 NEに 応 じ て Ｓ ４ に お い て 所 定 の マ ッ
プ TTC_DPFLTか ら 求 め た 値 が 用 い ら れ る 。 こ の マ ッ プ TTC_DPFLTは 、 図 ５ に 示 す よ う な 特 性
を 有 し て お り 、 低 速 域 で は 応 答 性 が 低 く 、 高 速 域 で は 応 答 性 が 高 く な る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 前 述 し た 差 圧 セ ン サ ３ ２ の 出 力 値 PF_Dは 、 や は り Ｓ ４ で 求 ま る エ ン ジ ン 回 転 数 NEに 応 じ
た フ ィ ル タ 定 数 （ 重 み 係 数 ） TCを 用 い て 、 Ｓ ５ で 加 重 平 均 処 理 さ れ 、 適 宜 な 応 答 性 を 有 す
る 差 圧 DP_DPF_FLTと し て 出 力 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 ま た 、 フ ィ ル タ 入 口 側 温 度 セ ン サ ３ ０ の 出 力 値 PF_Preは 、 Ｓ ６ で 加 重 平 均 処 理 さ れ 、 フ
ィ ル タ 出 口 側 温 度 セ ン サ ３ １ の 出 力 値 PF_Pstは 、 Ｓ ７ で 加 重 平 均 処 理 さ れ る が 、 こ の 加 重
平 均 処 理 の 際 の フ ィ ル タ 定 数 （ 重 み 係 数 ） TCと し て は 、 あ る 定 数 KTC_TEXHが 用 い ら れ る 。
そ し て 、 加 重 平 均 し た 各 温 度 の 和 を Ｓ ８ で 求 め る と と も に 、 Ｓ ９ で 定 数 「 ２ 」 で 除 す こ と
に よ り 、 入 口 側 お よ び 出 口 側 の 温 度 の 平 均 値 と し て 、 微 粒 子 捕 集 フ ィ ル タ ２ ９ の 温 度 TMP_
DPFが 求 め ら れ る 。 な お 、 こ の 温 度 TMP_DPFは 、 絶 対 温 度 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 エ ン ジ ン の 運 転 条 件 が 急 激 に 変 化 し た 場 合 、 例 え ば 、 ア ク セ ル ペ ダ ル 開 度 が ス テ ッ プ 的
に 変 化 し た 場 合 に 、 各 パ ラ メ ー タ の 変 化 、 つ ま り 、 排 気 流 量 QEXHの 変 化 や 、 微 粒 子 捕 集 フ
ィ ル タ ２ ９ の 入 口 側 お よ び 出 口 側 の 排 気 温 度 の 変 化 、 さ ら に は 微 粒 子 捕 集 フ ィ ル タ ２ ９ の
前 後 差 圧 の 変 化 、 は 、 そ れ ぞ れ 応 答 性 が 異 な っ た も の と な る 。 具 体 的 に は 、 前 後 差 圧 や 排
気 流 量 QEXHの 変 化 が 比 較 的 速 や か に 生 じ る の に 対 し 、 温 度 変 化 は 比 較 的 に 緩 や か に 生 じ る
。 従 っ て 、 仮 に こ れ ら の 検 出 値 を そ の ま ま 読 み 込 ん で 、 排 気 微 粒 子 堆 積 量 の 推 定 を 行 う と
、 過 渡 的 に 大 き な 誤 差 が 発 生 す る 。 そ し て 、 こ れ ら の 各 パ ラ メ ー タ の ス テ ッ プ 応 答 は 、 エ
ン ジ ン 回 転 数 NEの 高 低 に よ っ て も 変 化 す る 。 従 っ て 、 本 実 施 形 態 で は 、 上 記 の よ う に 、 各
検 出 値 を 加 重 平 均 処 理 す る 際 の フ ィ ル タ 定 数 TCを 適 宜 に 与 え る こ と に よ り 、 各 パ ラ メ ー タ
の 応 答 性 の ば ら つ き に 起 因 し た 微 粒 子 堆 積 量 の 推 定 精 度 の 低 下 を 回 避 す る よ う に し て い る
。 特 に 、 最 も 応 答 の 遅 い 温 度 の 変 化 を 基 準 と し 、 排 気 流 量 QEXHの 変 化 お よ び 圧 力 の 変 化 の
測 定 に 際 し て 、 フ ィ ル タ 定 数 を エ ン ジ ン 回 転 数 NEに 応 じ て 変 化 さ せ る よ う に し て い る の で
あ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 一 方 、 Ｓ １ ３ で は 、 所 定 の マ ッ プ TPEXH_MFLRを 用 い て 、 図 示 せ ぬ 排 気 消 音 器 の 通 気 抵 抗
に よ る 圧 力 上 昇 分 を 、 排 気 流 量 QEXHDに 応 じ て 求 め る 。 こ の 圧 力 上 昇 分 は 、 基 本 的 に は 、
排 気 流 量 QEXHDが 大 き い ほ ど 大 と な る 。 Ｓ １ ４ に お い て 、 微 粒 子 捕 集 フ ィ ル タ ２ ９ 前 後 の
差 圧 DP_DPF_FLTに 上 記 の 圧 力 上 昇 分 を 加 算 し 、 こ の 出 力 PEXH_DPFIN（ こ れ は 排 気 消 音 器 と
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微 粒 子 捕 集 フ ィ ル タ ２ ９ と に よ る 圧 力 差 に 相 当 す る ） に 、 さ ら に 、 Ｓ １ ５ に お い て 、 大 気
圧 pATMを 加 算 す る 。 従 っ て 、 こ の Ｓ １ ５ の 出 力 は 、 微 粒 子 捕 集 フ ィ ル タ ２ ９ 入 口 側 の 排 気
圧 力 に 相 当 す る 。 そ し て 、 Ｓ １ ６ に お い て 、 こ の 圧 力 相 当 の 値 に 、 ガ ス 定 数 Ｒ に 対 応 す る
所 定 の 定 数 （ Ｓ １ ７ ） を 乗 じ た 上 で 、 Ｓ １ ８ に お い て 、 微 粒 子 捕 集 フ ィ ル タ ２ ９ の 温 度 TM
P_DPF（ 絶 対 温 度 ） に よ り 除 算 す る 。 こ れ に よ り 、 Ｓ １ ６ の 出 力 と し て 、 密 度 ρ つ ま り 排
気 の 比 重 ROUEXHが 得 ら れ る こ と に な る 。 前 述 し た （ １ ） 式 に 対 応 す る よ う に 、 Ｓ １ ９ で 、
定 数 「 ２ 」 （ Ｓ ２ ０ ） を 乗 じ る と と も に 、 差 圧 DP_DPF_FLTを 乗 じ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 さ ら に 、 Ｓ １ ９ の 出 力 値 の 平 方 根 を Ｓ ２ １ に お い て 求 め る 。 こ れ は 、 演 算 処 理 の 都 合 上
、 所 定 の マ ッ プ TROOT_VEXHを 参 照 し て 求 め る 。 こ れ に よ っ て 、 上 記 （ １ ） 式 の 分 母 に 相 当
す る 値 、 つ ま り 排 気 流 速 VEXHが 得 ら れ る 。 そ し て 、 Ｓ ２ ２ に お い て 、 排 気 流 量 QEXHDを 上
記 排 気 流 速 VEXHで も っ て 除 す 。 従 っ て 、 こ れ に よ っ て 、 上 記 （ １ ） 式 の 面 積 Ａ に 相 当 す る
値 、 つ ま り 微 粒 子 捕 集 フ ィ ル タ ２ ９ の 等 価 面 積 の 基 本 的 な 値 が 与 え ら れ る こ と に な る 。 そ
し て 、 本 実 施 例 で は 、 そ の 推 定 精 度 を 高 め る た め に 、 さ ら に 、 Ｓ ２ ３ に お い て 、 補 正 係 数
KADPFを 乗 じ る こ と で 、 排 気 流 量 と 微 粒 子 捕 集 フ ィ ル タ ２ ９ の 温 度 と に 対 応 し た 所 要 の 補
正 を 加 え て い る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 す な わ ち 、 上 記 補 正 係 数 KADPFは 、 排 気 流 量 QEXHDの 逆 数 と 微 粒 子 捕 集 フ ィ ル タ ２ ９ の 温
度 TMP_DPFと を 入 力 と し た Ｓ ２ ４ の マ ッ プ MAP_KADPFに よ っ て 与 え ら れ る 。 排 気 流 量 QEXHD
の 逆 数 は 、 Ｓ ３ ６ に て 、 定 数 「 １ ． ０ 」 を 排 気 流 量 QEXHDで 除 す こ と で 得 ら れ る も の で あ
る 。 図 ５ は 、 上 記 マ ッ プ MAP_KADPFの 特 性 を 示 し た も の で あ り 、 排 気 流 量 QEXHDの 逆 数 の 大
き さ に 対 応 し て 補 正 係 数 KADPFが 与 え ら れ 、 例 え ば 、 ０ ． ５ ～ ２ ． ５ と い っ た 範 囲 で 変 化
す る 。 こ れ は 、 同 じ 微 粒 子 捕 集 フ ィ ル タ ２ ９ で あ っ て も 排 気 流 量 つ ま り 排 気 圧 力 が 変 化 す
る と 実 質 的 な 通 路 利 用 率 が 増 減 変 化 す る と 考 え ら れ る こ と に よ る 影 響 を 相 殺 す る た め の も
の で あ る 。 ま た 、 温 度 TMP_DPFに 対 し て は 、 補 正 係 数 KADPFの 変 化 は 比 較 的 小 さ い が 、 高 温
で あ る ほ ど 補 正 係 数 KADPFが 小 さ く な る 傾 向 を 有 す る 。 こ れ は 、 微 粒 子 捕 集 フ ィ ル タ ２ ９
の 温 度 が 上 昇 す る と 該 微 粒 子 捕 集 フ ィ ル タ ２ ９ の 嵩 密 度 が 増 加 し 、 そ の 微 細 な 通 路 の 面 積
が 物 理 的 に 減 少 す る 、 と 考 え ら れ る こ と に よ る 影 響 を 相 殺 す る も の で あ る 。 従 っ て 、 こ れ
ら の 要 因 に 基 づ く 補 正 係 数 KADPFを Ｓ ２ ３ で 乗 じ る こ と に よ り 、 微 粒 子 捕 集 フ ィ ル タ ２ ９
の 等 価 面 積 が よ り 精 度 よ く 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 こ の よ う に し て 逐 次 得 ら れ た 値 は 、 Ｓ ２ ５ に お い て 加 重 平 均 処 理 さ れ 、 微 粒 子 捕 集 フ ィ
ル タ ２ ９ の 等 価 面 積 ADPFDと し て 出 力 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 一 方 、 Ｓ ２ ７ に お い て は 、 微 粒 子 捕 集 フ ィ ル タ ２ ９ の 初 期 の 等 価 面 積 、 つ ま り 排 気 微 粒
子 が 全 く 堆 積 し て い な い 場 合 の 等 価 面 積 ADPF_INITを 求 め る 。 特 に 、 こ こ で は 、 上 述 し た
よ う に 、 微 粒 子 捕 集 フ ィ ル タ ２ ９ の 温 度 変 化 に よ り 該 微 粒 子 捕 集 フ ィ ル タ ２ ９ の 嵩 密 度 ひ
い て は 通 路 面 積 が 変 化 す る こ と を 考 慮 し て 、 所 定 の マ ッ プ TBL_ADPF_INITを 用 い て 温 度 TMP
_DPFに よ り 補 正 し た 初 期 の 等 価 面 積 ADPF_INITを 出 力 す る 。 こ の マ ッ プ TBL_ADPF_INITは 、
図 ７ に 示 す よ う な 特 性 、 つ ま り 低 温 時 の 等 価 面 積 を 基 準 と し て 高 温 時 に は 僅 か に 小 さ く な
る 特 性 を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 Ｓ ２ ８ で は 、 Ｓ ２ ５ で 得 ら れ た そ の と き の 等 価 面 積 ADPFDを 、 Ｓ ２ ７ で 得 ら れ た 初 期 の
等 価 面 積 ADPF_INITで も っ て 除 算 す る こ と に よ り 、 通 路 面 積 の 減 少 割 合 す な わ ち 排 気 微 粒
子 に よ る ” つ ま り 比 率 ” RTO_ADPFを 求 め る 。 そ し て 、 Ｓ ２ ９ に お い て 、 こ の つ ま り 比 率 RT
O_ADPFの 値 か ら 、 既 知 の 特 性 に 沿 っ た 所 定 の マ ッ プ Tbl_SPMactを 参 照 し て 、 排 気 微 粒 子 堆
積 量 （ 重 量 ） SPMactを 求 め る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 な お 、 Ｓ ３ ３ で は 、 所 定 の マ ッ プ TPEXH_CATSを 用 い て 、 微 粒 子 捕 集 フ ィ ル タ ２ ９ 上 流 の
触 媒 装 置 （ Ｎ Ｏ ｘ ト ラ ッ プ 触 媒 ２ ８ お よ び 酸 化 触 媒 ２ ７ ） の 通 気 抵 抗 に よ る 圧 力 上 昇 分 を
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、 排 気 流 量 QEXHDに 応 じ て 求 め て い る 。 こ の 圧 力 上 昇 分 は 、 基 本 的 に は 、 排 気 流 量 QEXHDが
大 き い ほ ど 大 と な る 。 そ し て 、 Ｓ ３ ４ に お い て 、 前 述 し た Ｓ １ ４ の 出 力 PEXH_DPFINに 、 こ
の 圧 力 上 昇 分 を 加 算 す る 。 従 っ て 、 こ の Ｓ ３ ４ の 出 力 PEXH_TCOUTは 、 酸 化 触 媒 ２ ７ の 上 流
つ ま り 排 気 タ ー ビ ン ２ ２ 出 口 側 の 圧 力 に 相 当 す る も の と な る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 図 ８ は 、 上 記 コ ン ト ロ ー ル ユ ニ ッ ト ５ に よ っ て 実 行 さ れ る 制 御 の 内 容 の う ち 、 燃 料 噴 射
ノ ズ ル １ ４ か ら 噴 射 さ れ る 燃 料 の 噴 射 量 を 決 定 す る 処 理 を ブ ロ ッ ク 図 と し て 示 し た も の で
あ り 、 以 下 、 こ れ を 説 明 す る 。 な お 、 こ れ ら の 機 能 の 多 く は 、 ソ フ ト ウ ェ ア 的 に 処 理 さ れ
る も の で あ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 Ｓ ５ １ の 急 加 速 判 定 手 段 は 、 ア ク セ ル ペ ダ ル か ら の 信 号 で あ る ア ク セ ル 信 号 APOに 基 づ
い て 車 両 が 急 加 速 し て い る か 否 か 、 す な わ ち 全 負 荷 運 転 状 態 で あ る か 否 か を 判 定 し て い る
。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 Ｓ ５ ２ の マ ッ プ TBL_TIME_LOLABは 、 微 粒 子 捕 集 フ ィ ル タ ２ ９ の つ ま り 比 率 RTO_ADPFに 応
じ た 変 数 を 算 出 し 、 こ の 変 数 を Ｓ ５ ３ の カ ウ ン タ に 入 力 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 Ｓ ５ ３ の カ ウ ン タ は 、 Ｓ ５ １ の 急 加 速 判 定 手 段 に よ り 車 両 が 急 加 速 し た と 判 定 さ れ た 際
に 所 定 時 間 間 隔 で カ ウ ン ト を 開 始 す る と 共 に 、 カ ウ ン ト 開 始 時 に Ｓ ５ ２ か ら 入 力 さ れ た 上
記 変 数 に 基 づ い て 設 定 さ れ る 最 大 カ ウ ン ト 数 ま で カ ウ ン ト が 進 む と カ ウ ン ト を 終 了 す る も
の で あ っ て 、 換 言 す れ ば 最 大 カ ウ ン ト 数 に 応 じ た 時 間 を 計 測 す る タ イ マ ー で あ る 。 上 記 変
数 に 応 じ て 設 定 さ れ る 最 大 カ ウ ン ト 数 は 、 具 体 的 に は 、 比 率 RTO_ADPFが 大 き い 程 、 小 さ く
設 定 さ れ る 。 つ ま り 、 微 粒 子 捕 集 フ ィ ル タ ２ ９ の 排 気 微 粒 子 堆 積 量 （ 重 量 ） SPMactが 多 い
程 、 カ ウ ン タ の 作 動 時 間 は 短 く な る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 Ｓ ５ ４ で は 、 エ ン ジ ン 回 転 数 NEと 現 在 の ト ラ ン ス ミ ッ シ ョ ン の ギ ヤ 位 置 情 報 GPか ら 、 マ
ッ プ TKLAMNを 用 い て 、 燃 焼 室 か ら ス モ ー ク を 排 出 し な い よ う に 設 定 さ れ た 通 常 時 目 標 空 燃
比 を 算 出 す る 。 図 ９ は 、 マ ッ プ TKLAMNの 概 略 特 性 を 示 し て お り 、 通 常 時 目 標 空 燃 比 は 、 エ
ン ジ ン 低 回 転 時 に お い て は リ ー ン 側 の 一 定 値 （ 例 え ば １ ． ３ ～ １ ． ４ ） に 固 定 さ れ 、 エ ン
ジ ン 中 ・ 高 回 転 時 に お い て は エ ン ジ ン 回 転 数 に 比 例 し て 増 大 （ リ ー ン 方 向 ） す る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 Ｓ ５ ５ で は 、 エ ン ジ ン 回 転 数 NEと 現 在 の ト ラ ン ス ミ ッ シ ョ ン の ギ ヤ 位 置 情 報 GPか ら 、 マ
ッ プ TKLAM_ACCを 用 い て 、 車 両 の 急 加 速 時 の 場 合 に の み に 適 用 可 能 な 急 加 速 時 目 標 空 燃 比
を 算 出 す る 。 図 １ ０ は 、 マ ッ プ TKLAM_ACCの 概 略 特 性 を 示 し て お り 、 急 加 速 時 目 標 空 燃 比
は 、 エ ン ジ ン 低 回 転 時 に お い て は リ ッ チ 側 の 一 定 値 （ 例 え ば ０ ． ９ ～ １ ． ０ の 間 の 値 ） に
固 定 さ れ 、 エ ン ジ ン 中 ・ 高 回 転 時 に お い て は エ ン ジ ン 回 転 数 に 比 例 し て 増 大 （ リ ー ン 方 向
） す る 。 尚 、 図 １ ０ に お け る 破 線 は 、 上 述 し た 図 ９ に 示 す 通 常 時 目 標 空 燃 比 を 比 較 の た め
示 し た も の で あ り 、 エ ン ジ ン 高 回 転 領 域 に お い て は 、 急 加 速 時 目 標 空 燃 比 は 通 常 時 目 標 空
燃 比 と 等 し い 値 と な っ て い る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 Ｓ ５ ６ の 切 替 手 段 は 、 Ｓ ５ ３ の カ ウ ン タ か ら の 指 令 に 基 づ き 、 通 常 時 目 標 空 燃 比 あ る い
は 急 加 速 時 目 標 空 燃 比 の い ず れ か 一 方 を 選 択 し て 目 標 空 燃 比 TAFRと し て 出 力 す る 。 詳 述 す
れ ば 、 Ｓ ５ ３ の カ ウ ン タ が 停 止 中 、 す な わ ち Ｓ ５ ３ の カ ウ ン タ が カ ウ ン ト 中 で な け れ ば Ｓ
５ ４ で 算 出 さ れ た 通 常 時 目 標 空 燃 比 を 目 標 空 燃 比 TAFRと し て 出 力 し 、 Ｓ ５ ３ の カ ウ ン タ が
作 動 中 、 す な わ ち Ｓ ５ ３ の カ ウ ン タ が カ ウ ン ト 中 で あ れ ば Ｓ ５ ５ で 算 出 さ れ た 急 加 速 時 目
標 空 燃 比 を 目 標 空 燃 比 TAFRと し て 出 力 す る 。 つ ま り 、 車 両 が 急 加 速 し た と 判 定 さ れ る と 、
微 粒 子 捕 集 フ ィ ル タ ２ ９ の 排 気 微 粒 子 堆 積 量 （ 重 量 ） SPMactに 応 じ た 所 定 期 間 の 間 、 Ｓ ５
３ の カ ウ ン タ が 作 動 し 、 Ｓ ５ ６ に て 急 加 速 時 目 標 空 燃 比 が 目 標 空 燃 比 TAFRと し て 出 力 さ れ
る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
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　 Ｓ ５ ７ で は 、 Ｅ Ｇ Ｒ 中 の 酸 素 も 加 え ら れ た 燃 焼 室 内 の 新 気 量 で あ る シ リ ン ダ 内 新 気 量 QC
SO2を 、 Ｓ ５ ３ の 切 替 手 段 か ら 出 力 さ れ た 目 標 空 燃 比 TAFRで 除 算 す る こ と で 、 空 燃 比 要 求
燃 料 噴 射 量 で あ る 空 燃 比 要 求 最 大 燃 料 噴 射 量 QFL_LMDを 算 出 す る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 こ こ で 、 シ リ ン ダ 内 新 気 量 QCSO2は 、 次 式 （ ２ ） の よ う に 算 出 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 （ 数 ２ ）
　 Ｑ Ｃ Ｓ Ｏ ２ ＝ Ｑ ａ ｃ ＋ ｛ （ Ｑ ａ ｃ × Ｍ Ｅ Ｇ Ｒ ） ／ １ ０ ０ ｝ × ｛ （ λ － １ ） ／ λ ｝ 　 … （
２ ）
Qacは エ ア フ ロ ー メ ー タ ３ ５ で 検 出 さ れ る 新 気 量 、 MEGRは Ｅ Ｇ Ｒ 率 、 λ は 空 燃 比 セ ン サ １
７ で 検 出 さ れ た 現 在 の 排 気 空 燃 比 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 Ｓ ５ ８ で は 、 空 燃 比 要 求 最 大 燃 料 噴 射 量 QFL_LMDと 、 運 転 者 の ア ク セ ル 要 求 に 応 じ て 決
定 さ れ る ア ク セ ル 要 求 燃 料 噴 射 量 tQfと 、 を 比 較 し 、 噴 射 量 の 少 な い 方 を 選 択 し て 燃 料 噴
射 量 と し て 設 定 （ 出 力 ） す る 。 そ し て 、 燃 料 噴 射 ノ ズ ル １ ４ は 、 Ｓ ８ で 設 定 さ れ た 燃 料 噴
射 量 で 燃 料 が 噴 射 さ れ る よ う 制 御 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 以 上 説 明 し て き た よ う に 、 車 両 が 急 加 速 す る 場 合 に は 、 空 燃 比 要 求 最 大 燃 料 噴 射 量 QFL_
LMDが 、 急 加 速 時 目 標 空 燃 比 に 基 づ い て 算 出 さ れ る こ と に な る た め 、 エ ン ジ ン 低 回 転 時 に
車 両 が 急 加 速 （ 全 負 荷 運 転 状 態 ） す る 場 合 に は 、 空 燃 比 が 理 論 空 燃 比 近 傍 と な る よ う に 燃
料 を 噴 射 す る こ と が 可 能 な り 、 ト ル ク 性 能 及 び 加 速 性 能 の 向 上 を 図 る こ と が で き る 。 尚 、
本 実 施 形 態 に お け る デ ィ ー ゼ ル エ ン ジ ン １ は 、 上 述 し た よ う に い わ ゆ る 低 圧 縮 比 エ ン ジ ン
で あ る た め 、 空 燃 比 が 理 論 空 燃 比 近 傍 と な る よ う に 燃 料 を 噴 射 し て も 、 燃 焼 室 （ シ リ ン ダ
） か ら ス モ ー ク が ほ と ん ど 排 出 さ れ る こ と は な い （ 既 出 の 図 ２ を 参 照 ） 。 仮 に ス モ ー ク が
燃 焼 室 （ シ リ ン ダ ） か ら 排 出 さ れ た と し て も 排 気 通 路 ２ に 設 け ら れ た 微 粒 子 捕 集 フ ィ ル タ
２ ９ で 略 完 全 に 捕 集 す る こ と が 可 能 な の で 外 部 に ス モ ー ク が 排 出 さ れ る こ と は な い 。 そ し
て 、 空 燃 比 が 理 論 空 燃 比 近 傍 と な る よ う に 燃 料 を 噴 射 す る こ と に よ っ て 、 燃 焼 室 （ シ リ ン
ダ ） か ら ス モ ー ク が 排 出 さ れ た と し て も 、 全 負 荷 状 態 と な る 頻 度 は 極 め て 低 い の で 、 微 粒
子 捕 集 フ ィ ル タ ２ ９ の 再 生 頻 度 は ほ と ん ど 変 わ る こ と は な い 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 ま た 、 車 両 が 急 加 速 （ 全 負 荷 運 転 状 態 ） し た と 判 定 さ れ る と 、 所 定 期 間 、 急 加 速 時 目 標
空 燃 比 が 目 標 空 燃 比 TAFRと し て 出 力 さ れ る 。 詳 述 す る と 、 上 記 所 定 期 間 は 微 粒 子 捕 集 フ ィ
ル タ ２ ９ の 排 気 微 粒 子 堆 積 量 （ 重 量 ） SPMactに 応 じ て 設 定 さ れ 、 よ り 詳 し く は 排 気 微 粒 子
堆 積 量 （ 重 量 ） SPMactが 多 い ほ ど 短 く な る よ う 設 定 さ れ て い る の で 、 排 気 微 粒 子 堆 積 量 （
重 量 ） SPMactが 微 粒 子 捕 集 フ ィ ル タ ２ ９ 内 に 過 度 に 堆 積 す る こ と も な い 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 ま た 、 急 加 速 時 目 標 空 燃 比 を 目 標 空 燃 比 TAFRと し て 出 力 す る の が 上 記 所 定 期 間 で よ い 理
由 は 、 デ ィ ー ゼ ル エ ン ジ ン １ が タ ー ボ 過 給 機 ２ １ を 有 し て 過 給 を 行 う こ と が で き る か ら で
あ る 。 本 実 施 形 態 に お い て は 、 実 際 に は 、 急 加 速 時 目 標 空 燃 比 が 目 標 空 燃 比 TAFRと し て 出
力 さ れ 、 空 燃 比 が 理 論 空 燃 比 近 傍 と な る よ う に 燃 料 を 噴 射 す る こ と が 可 能 と な る と 、 空 燃
比 が リ ッ チ に な る こ と で 排 気 温 度 が 上 昇 し 、 こ の 排 気 温 度 上 昇 分 が タ ー ボ 過 給 機 ２ １ で 回
収 さ れ 過 給 が よ り 速 や か に 実 施 さ れ る こ と に な り 、 空 燃 比 が 理 論 空 燃 比 近 傍 と な る よ う に
燃 料 噴 射 を 行 わ な く て も よ く な る か ら で あ る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 ま た 、 本 実 施 形 態 に お い て は 、 い わ ゆ る 低 圧 縮 比 エ ン ジ ン で あ る デ ィ ー ゼ ル エ ン ジ ン １
を 用 い 、 低 温 予 混 合 燃 焼 を 行 う べ く 燃 料 噴 射 終 了 後 に 混 合 気 の 着 火 を 行 い 、 か つ Ｅ Ｇ Ｒ に
よ り 着 火 開 始 直 後 の 燃 焼 率 が 緩 や か に 上 昇 す る よ う に し て い る た め 、 シ リ ン ダ （ 燃 焼 室 ）
か ら 排 出 さ れ る ス モ ー ク が 基 本 的 に 少 な く 、 上 述 し た よ う に 空 燃 比 が 理 論 空 燃 比 近 傍 と な
る よ う に 燃 料 を 噴 射 し て も 、 ス モ ー ク の 影 響 は 相 対 的 に 少 な く 有 利 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
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　 尚 、 上 述 し た 実 施 形 態 に お い て 目 標 空 燃 比 TAFRが 出 力 急 加 速 時 目 標 空 燃 比 か ら 通 常 時 目
標 空 燃 比 に 切 り 替 わ る 際 に （ 図 ８ の Ｓ ５ ６ を 参 照 ） 、 そ の 時 点 で の 出 力 急 加 速 時 目 標 空 燃
比 と 通 常 時 目 標 空 燃 比 と が 異 な る 場 合 に は 、 切 り 替 わ っ た 直 後 に 目 標 空 燃 比 TAFRを 通 常 時
目 標 空 燃 比 と す る の で は な く 、 切 り 替 わ っ て か ら 徐 々 に 、 目 標 空 燃 比 TAFRが 通 常 時 目 標 空
燃 比 に 近 づ い て い く よ う に 制 御 す る よ う に し て も よ い 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 上 記 実 施 形 態 か ら 把 握 し 得 る 本 発 明 の 技 術 的 思 想 に つ い て 、 そ の 効 果 と と も に 列 記 す る
。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 （ １ ） 　 デ ィ ー ゼ ル エ ン ジ ン の 燃 料 噴 射 量 制 御 装 置 は 、
エ ン ジ ン の 運 転 状 態 を 検 出 す る 運 転 状 態 検 出 手 段 と 、 排 気 通 路 に 設 け ら れ 排 気 微 粒 子 を 捕
集 す る Ｄ Ｐ Ｆ と 、 ア ク セ ル 要 求 に 応 じ た ア ク セ ル 要 求 燃 料 噴 射 量 tQfと 機 関 運 転 状 態 に 応
じ た 目 標 空 燃 比 TAFRに 基 づ い て 決 定 さ れ る 空 燃 比 要 求 燃 料 噴 射 量 QFL_LMDと を 比 較 し 、 噴
射 量 の 少 な い 方 を 実 際 の 燃 料 噴 射 量 と し て 採 用 す る 燃 料 噴 射 量 決 定 手 段 と 、 を 有 し 、 エ ン
ジ ン 低 回 転 時 の 全 負 荷 運 転 状 態 で は 、 上 記 目 標 空 燃 比 TAFRが 最 大 ト ル ク を 得 ら れ る 空 燃 比
近 傍 の 値 に 補 正 さ れ る 。 こ れ に よ っ て 、 エ ン ジ ン 低 回 転 時 の 全 負 荷 運 転 状 態 で は 、 空 燃 比
が 理 論 空 燃 比 近 傍 と な る よ う に 燃 料 を 噴 射 す る こ と が 可 能 な り 、 ト ル ク 性 能 及 び 加 速 性 能
の 向 上 を 図 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 （ ２ ） 　 上 記 （ １ ） に 記 載 の 構 成 は 、 よ り 具 体 的 に は 、 エ ン ジ ン 低 回 転 時 の 全 負 荷 運 転
状 態 で は 、 上 記 目 標 空 燃 比 TAFRが 、 所 定 期 間 の 間 、 最 大 ト ル ク を 得 ら れ る 空 燃 比 近 傍 の 値
に 補 正 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 （ ３ ） 　 上 記 （ ２ ） に 記 載 の 構 成 に 、 よ り 具 体 的 に は 、 運 転 条 件 に 基 づ い て Ｄ Ｐ Ｆ に 捕
集 さ れ た 排 気 微 粒 子 の 堆 積 量 を 算 出 す る 排 気 微 粒 子 堆 積 量 算 出 手 段 を 有 し 、 上 記 所 定 期 間
は 、 Ｄ Ｐ Ｆ に 捕 集 さ れ た 排 気 微 粒 子 の 堆 積 量 に 応 じ て 補 正 さ れ て い る 。 こ れ に よ っ て 、 Ｄ
Ｐ Ｆ に 過 度 に 排 気 微 粒 子 が 堆 積 し て し ま う こ と を 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 （ ４ ） 　 上 記 （ １ ） ～ （ ３ ） の い ず れ か に 記 載 の 構 成 に お い て 、 デ ィ ー ゼ ル エ ン ジ ン は
、 よ り 具 体 的 に は 、 排 気 還 流 手 段 を 有 し 、 か つ 燃 焼 室 内 で 低 温 予 混 合 燃 焼 を 行 う も の で あ
る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ５ ４ 】
【 図 １ 】 本 発 明 に 係 る 制 御 装 置 を 備 え た デ ィ ー ゼ ル エ ン ジ ン の 全 体 構 成 を 示 す 説 明 図 。
【 図 ２ 】 エ ン ジ ン 運 転 状 態 と 圧 縮 比 と に よ っ て 決 定 さ れ る ス モ ー ク 発 生 状 態 を 示 す 説 明 図
。
【 図 ３ 】 排 気 流 量 を 求 め る 処 理 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 。
【 図 ４ 】 排 気 微 粒 子 堆 積 量 を 求 め る 処 理 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 。
【 図 ５ 】 フ ィ ル タ 定 数 TCの 特 性 を 示 す 特 性 図 。
【 図 ６ 】 補 正 係 数 KADPFの 特 性 を 示 す 特 性 図 。
【 図 ７ 】 等 価 面 積 ADPF_INITの 特 性 を 示 す 特 性 図 。
【 図 ８ 】 燃 料 噴 射 量 を 求 め る 処 理 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 。
【 図 ９ 】 通 常 時 目 標 空 燃 比 の 特 性 を 示 す 特 性 図 。
【 図 １ ０ 】 急 加 速 時 目 標 空 燃 比 の 特 性 を 示 す 特 性 図 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 １ … デ ィ ー ゼ ル エ ン ジ ン
　 ５ … コ ン ト ロ ー ル ユ ニ ッ ト
　 ６ … Ｅ Ｇ Ｒ 弁
　 ２ １ … タ ー ボ 過 給 器
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　 ２ ９ … 微 粒 子 捕 集 フ ィ ル タ （ Ｄ Ｐ Ｆ ）

【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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【 図 ４ 】 【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】
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